
平成２９年度（第２３期）にいがた市民大学 

「ロボットと生きる」公開講座 

「＜共生社会＞スマートホスピタルに向けての介護ロボット研究」実施概要 

【会場】 新潟市民プラザ（新潟市中央区西堀通６番町８６６番地） 

【日時】 平成２９年８月１９日（土） 午前１０時～１２時（開場 ９時３０分） 

【講師】 寺嶋 一彦 氏 （豊橋技術科学大学副学長／機械工学系教授） 

【参加者】 合計８６名   （内訳）・講座受講生  ４５名 

               ・一般参加者  ３９名 

               ・関係者     ２名 

【内容】 

病院や介護施設などの医療現場で活躍するさまざまな医療支援ロボットについてお話しいただきまし

た。そのなかでも寺嶋先生が開発された回診支援ロボット「テラピオ」，歩行支援ロボット「ルチア」に

ついて動画を交えながら，わかりやすく説明いただきました。 

 「テラピオ」や「ルチア」にみられる大きな特徴としては，特定の人物を認識できる機能にあります。

これまでの院内回診は，患者への治療行為ほか，電子カルテの入力作業，データ管理等，煩雑な作業に

追われ，多くの時間を要していました。「テラピオ」や「ルチア」に，治療用具の運搬，電子カルテの入

力に代わるデータ管理機能，さらに特定の人物を認識する機能をもたせることにより，作業の効率化が

図られ，治療に専念できる環境づくりが可能となり，夜間での自動回診，自動見回りも可能になること

で，医療現場で深刻となっている人手不足の問題が軽減できるそうです。また，ロボットというと無機

質でなんとなく冷たい印象になりがちですが，「テラピオ」や「ルチア」に，笑顔やまばたき，ときには

悲しそうな表情など，豊かな表情をもたせることで，親しみやすく患者に威圧感をあたえないよう工夫

していることもお話しいただきました。 

 このほかにもコミュニケーションロボットや介護ベッドからの移動を支えるロボットなど，目的や用

途にあわせて医療現場を支えるロボットについて，ご紹介いただきました。 

 参加された皆さまからは，介護や医療現場でのロボットの有用さを知ることができてよかった等の感

想が寄せられました。 

資料１－① 



平成２９年度（第２３期）にいがた市民大学 

「２０５０年の新潟市を展望する－次世代の地域活性化への処方箋－」公開講座 

「新時代の人材育成に向けて 
－小林虎三郎の「米百俵の精神」を手がかりに－」 実施概要 

【会場】 新潟市民プラザ（新潟市中央区西堀通６－８６６ ＮＥＸＴ２１ ６階） 

【日時】 平成２９年８月１９日（土） 午後４時～午後６時 

【講師】 原 陽一郎 氏 （長岡大学名誉教授） 

【参加者】 

  計 ４９名 

   （内訳） 

    ・講座受講生  ２５名 

    ・一般参加者  ２２名 

    ・関係者     ２名 

【内容】 

 前半は、小林虎三郎の「米百俵の精神」や、地元長岡に残したもの、全国に及ばした影響、「興学

私議」の論理についてお話いただきました。 

 後半では、小林虎三郎の考えを軸に、社会人として必要な能力、リーダーの能力、人材育成の成

功モデルなどについて具体例を交えながら説明がありました。 

最後に、これからの時代に必要な能力として、専門能力、コミュニケーション能力がすべての社

会人の必須条件になるとまとめていただきました。 
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平成２９年度（第２３期）にいがた市民大学 

「思春期・青年期・成人期のこころの健康講座」公開講座 

「うつ病とこころの健康」 実施概要 

【会場】 新潟市民プラザ（新潟市中央区西堀通６番町８６６） 

【日時】 平成２９年８月２５日（金） 午後７時～９時（開場 午後６時３０分） 

【講師】 大野 裕 氏 （認知行動療法研修開発センター 理事長） 

【参加者】 計 １７９名 （内訳） ・講座受講生  ６８名 

     ・一般参加者 １０９名 

     ・関係者   ２名 

【内容】 

講師には，近年精神医療の現場で注目されている認知療法（認知行動療法）の日本における第一

人者である大野裕氏をお迎えし，「うつ病とこころの健康」というテーマでご講義いただきました。 

 私たち誰もがストレスに出会ったときに意識しないで使っている対処法をまとめた認知療法に基

づいて，考えや行動をしなやかにして問題解決能力を高め，気持ちを軽くする「１０のヒント」に

ついてお話いただきました。 

 ほどほどのストレスがかかった状態は，まったくストレスの無い状態に比べパフォーマンスが向

上するそうですが，過度のストレスからこころを守るために，自分の良いところを生かす考え方や，

対人関係における自分の気持ちの上手な伝え方，自分に優しい生活を送るための上手に眠るコツな

ど，認知行動療法をこころの健康に生かすコツを教えていただきました。 

 うつ病を経験した方のテレビインタビューや，こころの健康を害した方との大野先生の面談の様

子を撮影した映像など，重いテーマで深刻な内容のお話もありましたが，ご自身の失敗談や愛媛県

のイメージキャラクターで，ゆるキャラの「みきゃん」などを使ってお話いただき，会場からは時

折笑い声がもれる和やかな雰囲気でご講義いただきました。 
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平成２９年度（第２３期）にいがた市民大学 

「人間と動物のつながり 動物が私たちに教えてくれること 」公開講座

「トキが暮らす佐渡の自然と人間」 実施概要 

【会場】 新潟市民プラザ（新潟市中央区西堀通６－８６６ ＮＥＸＴ２１ ６階） 

【日時】 平成２９年８月２６日（土） 午後１時～午後３時 

【講師】 永田 尚志 氏 

    （新潟大学研究推進機構 教授） 

【参加者】 

  計 ５４名 

   （内訳） 

   ・講座受講生  ３７名 

   ・一般参加者  １６名 

   ・関係者（講座コーディネーター）１名 

【内容】 

 トキの生態から野生復帰に向けた取り組み，放鳥したトキの将来に至るまで動画や実際の取り組み事例な

どを交えつつ，ご講義いただきました。 

 取り組み事例の一例として，トキを放鳥する際にはトキが稲を踏んでしまう恐れがあるため農業関係者と

の合意形成や行政官の連携が課題として挙げられたこと，そしてその解決策として栽培者をトキの餌となる

生き物を育むこと（魚が田んぼに入り込むことができる場所（江）をつくる）を条件にエコファーマーとし

て認定し，その栽培者が作ったお米は「認定米」として付加価値を付けて売ることができるようにした，と

いうお話をしていただきました。 

 最後には，番い相手は一生涯連れ添うと言われてきたが実際は変わることもあるということや成鳥の年間

生存率は７８％と決して低い値ではないことなど，トキを放鳥して初めて判明したことをご紹介いただきつ

つ，今後の課題をお話いただきました。 
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